
地域社会における信頼の創出とコミュニケーション　 
～うみラボとｉｇｏｋｕの実践から～ 
＠日本広報学会 研究発表全国大会 



自己紹介 

小松理虔　こまつ・りけん 
１９７９年いわき市小名浜生まれ 
法政大学文学部史学科卒、福島テレビ報道部記者を経て 
上海で日本語教師、雑誌編集者、通訳などを経て帰国 
木材商社やかまぼこメーカーで営業・広報などとして勤務したのち 
２０１５年に独立し、「ヘキレキ舎」の屋号で 
さまざまな地域活動、執筆活動を行なっている 
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うみラボの実践 

知りたい、調べたい、という不純な動機が「独立性」を担保する 
あくまで住民主体（だが科学的な根拠をしっかり担保できる） 
科学一辺倒ではない伝え方もできる 
素人集団なので「最初は不安ですよね」と寄り添える 
メディアが味方についてくれる 
賛成派も反対派も「呉越同舟」できる 
脱線が許される（放射線防護から海の魅力発信へ） 
体験できる「場」があったことでコミュニティになる 
結果としてセカンドオピニオンとして機能 



必要なのは、「正しく理解すること」ではなく 
当事者性の限定ではなく、当事者性の拡張 

いっしょに、福島の海を考えてもらう、体験してもらう仲間をつくる 

より楽しい、おもしろい、おいしい、興味深いという動機 
素人目線のふまじめな情報発信＋言葉えらび 

学ぶことの楽しさを伝えるサイエンスコミュニティ 
「場」というメディアを通じて伝える 
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ｉｇｏｋｕの実践 

当事者も専門職も専門家も研究者もいない 
あくまで外部の目線で地域や福祉に関わる 
福祉や介護の「こうあるべき」を脱する発信 
役所目線の「上から発信」がない。むしろ下から、無知から 
思考のプロセスを開示することで、読者に伴走できる 
体験できる「場」があることで、コミュニティに変化する 
脱線そのものを発信する（当初の予定通りには進まない） 
当事者ではなく社会の側にメッセージを伝えられた 
結果として福祉内の人たちにも面白がってもらえた（内と外の架橋） 



 

 

課題：福島県産の海産物に対する不安や風評がなくならない

・安全性の発信（安心安全、おいしい） 
・測定データ・線量データの公表 
・放射線について知ってもらう、学んでもらう 
・放射線防護学の普及 
・正しい情報を理解してもらう 
・漁業者の声を伝える 
・科学者や専門家の見解も伝えていく

・釣りって楽しい、釣れて楽しかった 
・魚っておもしろい、ますます知りたい 
・イチエフ見てみたい 
・酒がうまい、魚もうまい 
・みんなで飲んで楽しい 
・わからないものがわかるっておもしろい 
・行ってみた、やってみた、体験者の言葉

目標：風評払拭、正しい理解

専門性 
当事者性 
行政的 
プロ的 
目的先行型 
課題解決型 
○○べき

非専門性 
非当事者性 
民間・素人 
実践的 
理念共有型 
部外者の協働 
○○たい

・正しい情報を伝えようとする動き 
・知識を有する者から有していない者へ 
・当事者や専門家の言葉の発信 
・“先知恵”的なアプローチ

・体験と実践を通じて学び、修正 
・共に学び合うフラットな関係 
・体験者の学びのプロセスを発信 
・“後知恵”的なアプローチ

当事者的 
事に当たる者

共事者的 
事を共にする者

さまざまな広がり 
コントロール不可

本来目指されたコミュニケーションの失敗 
誤配？

本来目指されるべきコミュニケーション



共事的であることは本来メディアの役割 

メディア自身が強い当事者性を持った（特に県内メディア） 
ふまじめさの許容（正しさによる不寛容） 
目的遂行ではなく、共事漂流できる強み 
コミュニケーターの不在（広報的知見の足りなさ） 
地域の人たちが「なにに不安を感じているか」の想像力 
　→「ローカル」的なものに対する解像度が低い 
上からでも、下からでもなく、横から、共に 
プロジェクトからコミュニティへ（実践者を育てること） 
ローカル広報人材を育てることが、災害に強いまちづくりになる 


